
豚コレラウイルスに感染した野生イノシシが近隣の市町村でも発見されるようになり、

養豚農場への感染防止が喫緊の課題となっています。今後、きのこ採りなどで入山する

方が増える季節を迎えることから、ウイルスのまん延防止のため、細心の注意を払って

いただくようお願いします。 

産業振興課  (課長) 三井 清一  
電 話：0265-79-3111  
【豚コレラに関するお問い合わせ】 
農業振興係（内線）167  (担当) 市川 廣幸 

【野生イノシシに関するお問い合わせ】 
耕地林務係（内線）166  (担当) 北原 崇志 

ＦＡＸ：0265-79-0230 
Ｅ‐mail：sangyou@town.minowa.lg.jp 

 報道機関各位  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

      

 

 

                        

                          

豚コレラウイルスについて 

豚コレラは、強い伝染力と高い致死率が特徴の豚・イノシシの病気ですが、人や他の動物には

感染しません。豚コレラウイルスは、ウイルスに感染したイノシシの唾液や糞便に混ざってい

るため、人や他の野生動物を含めたモノに付いて運ばれ、伝播するおそれがあります。 

入山される皆様へのお願い 

豚コレラの感染拡大を防ぐため、下山後はすみやかに靴底や衣類に付着した土をよく落として

ください。 

死亡したり弱っているイノシシを発見した場合 

 近づいたり、触れたりせず、詳しい場所などを役場産業振興課までお知らせください。 

※豚コレラに感染した豚肉が市場に出回ることはありません。また、国の食品安全委員会による

と、仮に豚コレラに感染した豚やイノシシの肉を食べても人体に影響はないとされています。 

箕輪町役場 産業振興課 プレスリリース  
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野生イノシシによる豚コレラまん延防止対策への協力のお願い 

箕輪町 
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